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第58代理事長　井川直樹 

理事長便り 
「新たなる飛躍へ向かって」 

理事長活動報告 
７　月 

現地調査・対話集会対策会議 
日本ＪＣ２０１３年度第６２回全国大会主管立候補 
ＬＯＭ現地調査 

日本ＪＣ２０１３年度第６２回全国大会主管立候補 
ＬＯＭ対話集会 

第６回まつやま市民フェスティバル実行委員会 
２０２０年まつやままちづくりビジョン第２回有識者会議 
第７回理事会 
日本ＪＣ　四国地区愛媛ブロック協議会 
会員大会　式典 

日本ＪＣ　四国地区愛媛ブロック協議会 
会員大会　大懇親会 

日本ＪＣ　四国地区愛媛ブロック協議会　記念事業 
７月家族例会 
日本ＪＣ　第７回理事会 
サマーコンファレンス２０１０　早朝会議 
サマーコンファレンス２０１０　オープニング 
サマーコンファレンス２０１０　メインフォーラムⅠ 
サマーコンファレンス２０１０ 
人間力対象２０１０最終選考会 

サマーコンファレンス２０１０　結団式 
サマーコンファレンス２０１０　メインフォーラムⅡ 
サマーコンファレンス２０１０　クロージング 
サマーコンファレンス２０１０　解団式 
日本ＪＣ　２０１１年度予定者強化合宿 
日本ＪＣ　２０１１年度予定者強化合宿 
日本ＪＣ　２０１１年度予定者強化合宿 
日本ＪＣ　２０１１年度予定者強化合宿 

８　月 
２０１０年度第２回臨時総会 
２０１０年度歴代理事長会議 
創立５８周年記念式典 
日本ＪＣ　２０１１年度予定者強化合宿 
日本ＪＣ　２０１１年度予定者強化合宿 
日本ＪＣ　２０１１年度予定者強化合宿 
日本ＪＣ　２０１１年度予定者強化合宿 
日本ＪＣ　２０１１年度予定者強化合宿 
日本ＪＣ　２０１１年度予定者強化合宿 
２０１０年度８月新入会員オリエンテーション 
日本ＪＣ　２０１１年度予定者会議 
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八
月
に
入
り
、便
り
で
し
た
た

め
る
な
ら「
残
暑
」
と
な
り
ま
す
が
、

実
際
は
例
年
に
な
い
酷
暑
の
日
々

が
続
い
て
お
り
ま
す
が
皆
さ
ま
い

か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
会

員
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は

八
月
二
十
七
日（
金
）に
開
催
さ
れ

ま
す
「
感
じ
る
。
堀
之
内
二
〇
一
〇

　
〜
ま
つ
や
ま
市
民
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
〜
」
の
開
催
に
向
け
て
の
準
備

に
日
々
お
忙
し
い
多
く
の
時
間
を

過
ご
さ
れ
て
い
る
と
推
察
さ
れ
大

変
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。 

　
さ
て
、さ
る
七
月
十
九
日（
月
）

に
、松
山
Ｊ
Ｃ
と
し
て
は
二
〇
〇

六
年
以
来
、四
年
ぶ
り
に
家
族
例

会
を
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
公
益
法
人
制
度
改
革
の
流
れ

に
伴
い
、中
止
と
な
っ
て
い
た
家
族

例
会
で
は
あ
り
ま
す
が
、い
つ
も
仕

事
に
、Ｊ
Ｃ
に
と
、取
り
組
ん
で
い

る
私
た
ち
の
活
動
を
理
解
し
て
く

れ
、応
援
し
て
く
れ
て
い
る
家
族
に

対
し
て
、家
族
サ
ー
ビ
ス
の
機
会
と

な
れ
ば
と
考
え
、
本
年
度
、
松
山

市
が
松
山
市
島
し
ょ
部
で
開
催
し

て
い
る
ま
つ
や
ま
島
博
覧
会
二
〇
一
〇

を
応
援
す
る
意
味
も
込
め
て
、興
居

島
で
復
活
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
公
益
法
人
格
取
得
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
い
る
私
た
ち
で
は
あ
り

ま
す
が
、当
日
は
多
く
の
子
ど
も
た

ち
も
参
加
し
、こ
う
い
っ
た
機
会
も
や

は
り
必
要
だ
な
ぁ
と
改
め
て
感
じ
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。
担
当
さ
れ
ま
し
た

丸
山
委
員
長
率
い
る
日
本
Ｊ
Ｃ
関
係

委
員
会
の
皆
さ
ん
に
は
企
画
段
階
か

ら
運
営
ま
で
大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

　
話
は
変
わ
り
ま
す
が
、松
山
Ｊ
Ｃ

が
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
公
益
社
団

法
人
日
本
青
年
会
議
所
二
〇
一
三
年

度
第
六
十
二
回
全
国
会
員
大
会
主

管
立
候
補
に
つ
い
て
の
進
捗
状
況
で

す
が
、今
年
も
横
浜
の
地
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
サ
マ
ー
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
二
〇

一
〇
に
先
立
っ
て
の
日
本
Ｊ
Ｃ
第
七
回

理
事
会
に
お
き
ま
し
て
、主
管
立
候

補
青
年
会
議
所
と
し
て
全
国
の
メ
ン

バ
ー
に
立
候
補
Ｐ
Ｒ
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
そ
し
て
、Ｐ
Ｒ
に
際
し
て

は
、愛
媛
ブ
ロ
ッ
ク
内
九
Ｌ
Ｏ
Ｍ
の
理

事
長
を
は
じ
め
と
し
ま
す
メ
ン
バ
ー
の

皆
さ
ま
は
も
と
よ
り
、四
国
地
区
協

議
会
内
の
会
員
会
議
所
の
皆
さ
ま
に

多
大
な
る
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
全

国
の
多
く
の
メ
ン
バ
ー
よ
り
激
励
を
受

け
ま
し
た
こ
と
を
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

こ
の
紙
面
を
借
り
ま
し
て
、改
め
て
ご

協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
す
べ
て
の
皆

さ
ま
に
心
よ
り
お
礼
と
感
謝
を
申
し

あ
げ
ま
す
。 

                

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、松
山
Ｊ
Ｃ

は
八
月
一
日
に
創
立
五
十
八
周
年
を

迎
え
ま
し
た
。
晴
れ
て
こ
の
日
を
迎
え
、

記
念
式
典
を
開
催
す
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
の
も
、ひ
と
え
に
先
輩
青
年

の
皆
さ
ま
が
連
綿
と
Ｊ
Ｃ
運
動
の
灯

を
と
も
し
続
け
て
く
れ
た
お
か
げ
で

あ
る
と
感
謝
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、

こ
の
歩
み
を
止
め
る
こ
と
な
く
、次
代

に
必
ず
引
き
継
い
で
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
決
意
も
新
た
に
す
る
と

こ
ろ
で
す
。そ
し
て
、新
た
に
と
い
い
ま

す
と
、時
の
流
れ
は
早
い
も
の
で
、私

が
理
事
長
予
定
者
と
し
て
創
立
記
念

式
典
に
て
お
披
露
目
を
受
け
て
か
ら

一
年
が
経
ち
、同
日
開
催
さ
れ
た
二
〇

一
〇
年
度
第
二
回
臨
時
総
会
に
お
き

ま
し
て
、二
〇
一一
年
度
社
団
法
人
松

山
青
年
会
議
所
の
第
五
十
九
代
理

事
長
と
し
て
大
野
剛
嗣
君
を
満
場
一

致
に
て
選
出
い
た
し
ま
し
た
。
大
野

次
年
度
予
定
者
か
ら
は
、高
杉
晋
作

の
句
を
も
じ
っ
て「
面
白
き
　
こ
の
世

を
さ
ら
に
　
面
白
く
　
住
み
な
す
も

の
は
　
心
な
り
け
り
」
と
の
ご
挨
拶

を
い
た
だ
き
、歩
み
始
め
た
二
〇
一一
年

度
の
松
山
Ｊ
Ｃ
の
新
た
な
一
歩
に
大
い

に
期
待
す
る
と
と
も
に
、
多
く
の
皆

さ
ま
に
は
引
き
続
き
の
ご
指
導
、ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 
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サマーコンファレンス2010

　７月２４日（土）～２５日（日）の２日間、横浜の地
（パシフィコ横浜）でサマーコンファレンス２０１０
が開催されました。サマーコンファレンスとは、青
年会議所会員の学びの場であると同時に、青年
会議所運動及び提言を国家や地域の方々へ
発信する事業であります。井川理事長をはじめ
とする（社）松山青年会議所メンバーたち約５０
名は、時代を切り拓きＮＥＸＴＳＴＡＧＥへの第
一歩を踏み出すべく、横浜の地へ向いました。 
　７月２３日（金）はサマーコンファレンスに先駆
けて、日本ＪＣの理事会・ブロック会員会議が開
催されました。我々はこの日本ＪＣの理事会にて、
全国会員大会招致に関するプレゼンテーション
を行える機会を頂くことができ、井川理事長を筆
頭に愛媛ブロック・四国地区メンバーと共に「輝
く四国！愛媛は一つ！」をキーワードに我々の街
に全国会員大会招致したい想いを全国のＪＣメ
ンバーに伝播することができました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　２４日（土）は、サマーコンファレンス初日で朝か
ら各所でセミナーやフォーラムが開催されました。
その中で（社）松山青年
会議所から、国際委員
会委員長である西村　
直樹君が「説得力ある
ＪＡＹＣＥＥ育成セミナー」
の講師として壇上に立
ちセミナーを行いました。
そして夜には、横浜中
華街の福満園別館にて
ＬＯＭナイトが盛大に開

催されました。 
　例年の通り多くのメンバーが参加し、横浜の
地でも変わらぬ熱き友情を交えることができました。 
　２５日（日）は１０時よりメインフォーラムⅡ　輝く
地域の創造！～ＮＥＸＴＳＴＡＧＥへの確かな光
～（「地域のたから」創造会議）と題し、公益社
団法人日本青年会議所藤井副会頭の主導の下、
輝く地域の創造というテーマに農林水産省大臣
官房企画官（木村　俊昭氏）、フリージャーナリ
スト（木村　太郎氏）、エッセイスト（楠田　枝里
子氏）、俳優（辰巳　琢郎氏）ら４名とパネルディ
スカッションが行われました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　そして、クロージングではスペシャルゲスト小柳
ゆきさんによる魂のこもった歌の披露があり、盛
大に盛り上がりを見せる中２０１０年度のサマー
コンファレンスの幕は閉じられました。 
　今年は全国大会招致という目的を持って挑ん
だサマーコンファレンスでした。故に各メンバー
がしっかりとした意識を持って参加することがで
き近年にない、充実した内容となったことをご報
告いたします。 

日本ＪＣ関係委員会   委員長　丸山　武 
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第27回 まつやま市民シンポジウム 

● 基本コンセプト 
　松山市と我々松山ＪＣが市民と

共にまちづくりを考え行動していく

機会の場として、「まつやま市民シ

ンポジウム」の企画及び実行を、

その年に相応しいテーマのもと、

過去２６回開催してまいりました。

本年度は、それらの集大成として

の「第２７回まつやま市民シンポジ

ウム」とそれをさらに活かすべく、

市民が集う土台としての「まつや

ま市民フェスティバル」を同時開

催いたします。 

　松山のまちづくりの原点の一つ

ともいえる堀之内が本年度第一

次整備を終了し、市民の憩いの

場となりました。この機に「明るい

豊かなまちづくり」における堀之

内の可能性を考え、市民と一緒に

話し合い、気づき、行動を起こす、

そのためのきっかけづくり及び発信

をこの場所にて実施します。また、歴

史のあるこの堀之内は私たち（２０

～４０代）の持つイメージ（記憶）と

今の子供たち（０～１０代）の持つ

イメージ、私たちの親世代（５０代以上）のイメージは異なります。堀之内のこれからの可能性を語る上

で重要なこれらのイメージは、地域の宝として親子の会話にも共通の話題に上がりやすいものなのに、

今現在忘れられているような感が否めません。このままでは、松山市の中心地に位置するのに、何か

親しみのない空間になってしまう可能性があります。有事の際にも意識にあがらないかもしれません。

やはり、世代ごとの堀之内に対するイメージを繋ぎ、親子で「堀之内」について語ることこそ、地域の明

るいまちづくりにとって有効なものだと考えます。 

　当日は堀之内に一人でも多くの市民に来ていただき、楽しんで、他の地域にはない自慢の場所だと

いうことをみんなで再認識したいと思いますので、多くの方のご来場をお待ちしております。 

～感～感じる。る。堀之内堀之内2010 まつやま市民フェスティバル～バル～ ～感～感じる。る。堀之内堀之内2010 まつやま市民市民フェスティバル～バル～ ～感～感じる。る。堀之内堀之内2010 まつやま市民市民フェスティバル～バル～ ～感じる。堀之内2010 まつやま市民フェスティバル～ 
第27回 まつやま市民シンポジウム 第27回 まつやま市民シンポジウム 第27回 まつやま市民シンポジウム 第27回 まつやま市民シンポジウム 
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メインシンポジウム 

分　科　会 

　堀之内の未来はもとより、明るい“こころ”豊かなまちづくりの原点は家族の絆、

家族の会話である。そのことを、がばいばあちゃんを通して再認識します。また、

幼少時代のたった８年間の出来事ではあるが、その後の島田氏の人生に多大な

る影響を与えた“がばいばあちゃん”の話からは、家族の絆だけではなく、その充

実感・爽快感は、明日への活力となり、この不況でも、前向きになれる、また元気を

取り戻すことについても感じることが出来ると思います。また、貧乏であった島田

氏の幼少時代にも触れ、楽しく、そして誠実に生きることの大切さを家族で実感

することにより、現代社会における“お金”よりも大事なものがあるということを知り、

希薄になりつつあるといわれる人の絆についてしっかり学ぶ機会になると考えて

います。 

松山市民会館　大ホール 

城山公園堀之内 

『“まちづくり”それは家族の絆からっ。～教えて！がばいばあちゃん～』 
島田洋七氏 

１５：３０～１７：３０ 

第27回 まつやま市民シンポジウム 

～感じる。堀之内2010 まつやま市民フェスティバル～ ～感じる。堀之内2010 まつやま市民フェスティバル～ ～感じる。堀之内2010 まつやま市民フェスティバル～ 
第27回 まつやま市民シンポジウム 第27回 まつやま市民シンポジウム 第27回 まつやま市民シンポジウム 

時　間 
テーマ 
講　師 

場　所 

場　所 

 
　ＺＥＲＯ１代表 大谷晋二郎氏をはじめ、８名のレスラーの参加をしていただいていの子供対象による
いじめ撲滅イベントを行います。 
 
 

　２００１年アメリカにて開発されたスナッグゴルフ。子供から大人まで誰でも簡単に参加できるゴルフで
す。現在は小学生を対象に全国大会を開催されています。今回堀之内を利用し、松山に新しいスポ
ーツの発信を行います。 
 
 
　かつてカブトムシやクワガタと言えば、ちょっと郊外に出ると触れあう機会もあり、身近な存在でした。
しかし、街路樹の農薬散布など、虫と触れあう機会が減少してきています。松山市内に住む小学生の
中には、虫は害虫であると誤解しているかもしれません。そこで、昆虫の王様カブトムシとクワガタと触れ
あう機会をつくり子供たちが自然と触れ合う機会を創造します。 
 
 
　当日は、子供たちが安全に遊べる空間を作ります。段ボールについては、段ボールを御協賛いただ
いて、子供たちの夏休みの宿題に、また工作に自由に使っていただけるように準備いたします。また、
堀之内公園内に、段ボール戦車にて安全に遊べるスペースを設けて、自由に遊んでもらいます。 
 
 
　堀之内にステージをつくり、プロのミュージシャンによるライブを開催いたします。 
　【参加アーティスト】 
　HOUND DOG 大友康平、光と風Hi－Fu、ジャズ団体 他 

■ 次世代育成プログラム「プロレス」 

■ スナッグゴルフ「堀之内オープン」 

■ 堀之内探検隊 

■ 堀之内ＤＥ作る・遊ぶ・行動する。 

■ 堀之内の夕べ　復活のミュージックナイター 
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第４０回愛媛ブロック会員大会報告 

　７月１７、１８日といえば、愛媛ブロック会員大会。しかも
今年は２日間開催であり、野外での記念事業だ。何を隠
そう、この２日間開催には、「新次代へ」～ＣＨＡＮＧＥ Ｆ
ＯＲ ＴＨＥ 愛媛～　の大会スローガンのもと、大会期間
を通して地域との一体化を目指し、新次代へ向けて、さら
に地域から頼られる団体としての原動力を磨く心意気が
こめられているのである。 
　当日が近付くにつれ、まずは天気のことが気になりだした。
というのも、ＪＣ事業＝晴れという構図がなにやら地区会
員大会のときから揺らぎ始め、いつ梅雨が明けるのか数
日前までよく分からなかったからである。まぁ、雨なら雨で
地区会員大会のときのように対応できるのがＪＣなのだが・・・。 
　で、当日…。晴天であった。よかった（ホッ）。しかしなが
らそれまでの雨の反動なのか、激暑（熱）となった。もう勘
弁してほしい。ちょっとだけ体に脂肪が付いている私にと
っては、この劇的な季節の変化にはついていけない…。 
　前置きはそのくらいにして、メンバーの皆さん、ブロック
会員大会に多数のご参加ありがとうございました。皆様
のご協力のもと、記念式典も「純信連」によるオープニン
グから、土居会長、石川理事長そして来賓挨拶、永井次
年度会長予定者並びに次年度会員大会主管ＬＯＭ発
表＆大会旗引継ぎと、滞りなく進行できましたこと、ここに
ご報告させていただきます。 
　その後の法皇ＪＣによる大懇親会も大変盛り上がりまし
た。多くのメンバーの皆様と懇親を深めさせていただきま
したし、米嵩麻美さんの歌声にも癒されました。大変密度
の濃い時間をありがとうございました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
　２日目…。引き続き大変な暑さ。この日は昨日の懇親会
会場であった「寒川豊岡海浜公園ふれあいビーチ」での
記念事業。ブロック総務広報渉外委員会によるマンダリ
ンパイレーツとのフレンドシップ協定締結式も無事終わり、
いよいよ記念事業へ。 
　記念事業では、市民の皆様を巻き込んで“愛媛の力（た
から）”の発信、すなわち各地（各ＬＯＭ）の名産・特産品
のＰＲ（自慢）ブースがずらりと並んでおり、その中で当松
山ＪＣとしては、昔懐かし「ロンドンヤ風カキ氷」を出店。こ
れが夏の海岸には良く似合う。ちなみにロンドンヤ風カキ
氷とは…、カキ氷にオレンジシロップをかけ、その上にあず
きとアイスクリーム（バニラ）をトッピング。このハーモニーが
たまらんのであります。そのカキ氷、多くの市民の皆様に
買っていただきました。途中、女子高生らしい４人組が買
いに来て、その４人がこのカキ氷を囲んで談笑している風
景に何か微笑ましいものを感じた私達はもう立派な“おっ

さん”だなと実感…。そんなこともありました。また、他のブ
ースもよだれが沸きあがるくらい“美味”な特産品が並ん
でおりました。 
　 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   ここで、各ブースのご紹介を。 
　◆八幡浜ＪＣ：媛っこ地鶏の炙りたたき 
　◆大洲ＪＣ：ホルモン塩焼 
　◆宇和島ＪＣ：ゆずゼリー 
　◆新居浜ＪＣ：ロコモコ 
　◆今治ＪＣ：鉄板焼鳥「皮」 
　◆西条ＪＣ：とりかいの串焼き・アサヒビール 
　◆内山ＪＣ：地元果物（もも、ブルーベリー） 
　◆法皇ＪＣ：揚げ足鳥 
　◆愛媛ブロック・ローカルファースト委員会：キジ肉カレー（レシピ付） 
　（あぁ、よだれが…。） 
　そして、閉会式へ…。 
　星川副会長、大尾議長をはじめとする法皇ＪＣの皆様、
お疲れさまでした。そして大成功おめでとうございました。 
　閉会式後は、法皇ＪＣさんの同時開催事業でありまし
た「わたしをしこチュービーチにつれてって２０１０」にも参
加させていただき、「横浜銀蝿コンサート」＆「花火」を堪
能しました。「花火」は“メッセージ花火”という、募集した
メッセージを正岡省吾さんに読み上げてもらってから花火
を打ち上げるという企画があり、土居会長へメッセージを
送らせていただきました（内容は秘密）。 
　２日間、大変充実した時間を過ごすことが出来ました。
多くのメンバーとの交流もさせていただき、愛媛の“絆”を
体感するとともに、これが愛媛のチカラになっていくのだな
と実感しました。愛媛ブロックとしても、１つの大きな事業
が終わってホッとしていますが、安心することなく、次年度
にＢＥＳＴな状態でバトンを渡せるように邁進していきたい
と思っております。ともあれ、お疲れさまでした。そして、多
くのメンバーのご参加ありがとうございました。 

　　　　　　　　　 

「第４０回愛媛ブロック会員大会」を終えて 
愛媛ブロック協議会　河野　行信 
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２０２０年まつやままちづくりビジョン（仮）策定・中間報告 

　　　　　　　　　 

　２００２年に策定・発信された「２０１０年まつやま 
まちづくりビジョン」の最終実行年度に当たる今年、
政策提言発信会議では２０１０年ビジョンの検証・
総括に加え、今後１０年の松山青年会議所が進む
べき方向性を指し示す「次の１０年」のビジョンを
策定、発信に向けた活動を行っております。内部
検証の資料を基に、２０１０年ビジョンの８つのビジョ
ンごとに外部検証を実施すると同時に、２０１０年ビ
ジョンの活用における反省も踏まえ、外部の意見も
取り入れた２０２０年ビジョンを構築するために、まず
行った事は、１０年後の松山におけるまちづくりの中
核的役割を担うであろう若者＝大学生と共同でビ
ジョン策定に向けた準備を始めました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　愛媛大学にはカリキュラムとして「リーダー養成
講座」たる『愛媛大学リーダーズスクール（ＥＬＳ）』
が存在し、意識の高い学生が在籍しています。こ
のＥＬＳにビジョン策定の共同作業を依頼したとこ
ろ興味をもった１０名の学生が参加の意思を示し
て頂き、政策提言発信会議メンバーと合同で４回
に渡る「策定会議」を愛媛大学にて開催しました。
学生の視点から様々な意見をもらい、まつやまに根
を張るまちづくり団体として何が必要かを論じる事
が出来ました。 
　次に外部の有識者及び松山市行政の立場から
このまちが抱える問題と将来像について意見を交
換する有識者会議を実施致しました。有識者には
愛媛大学教授で行政の行革推進委員等でも活
躍され、地域分権や地域振興に幅広い見識をお
持ちの宮崎幹朗氏と、過去にＳＰＣ地域総合研究

所の主任研究員として実地的見地を数多くお持
ちで、現在は愛媛学園にてコミュニケーションスキ
ルについて講義を行われている玉井道夫先生に
ご参画頂き、松山市行政からもテーマに応じて担
当部局の責任者の方に毎回ご出席頂きました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　大きく４つのビジョンに区分けされる予定の各ビ
ジョンごとに、合計３回の有識者会議を開催し、毎
回白熱した意見交換と、行政の方向性の確認、学
生からの鋭い質問も交じり合って有意義な有識者
会議が開催されました。政策提言発信会議では
今回の２０２０年ビジョン策定のための一連の活動
を８月下旬を目処に終了し、内容を精査した後に、
２０１０年ビジョンの検証共 １々０月の担当例会にお
いて発表させて頂く予定でおります。 
　今後１０年の活動の方向性を指し示す大変重
要なビジョンを策定しているという認識のもとで、メ
ンバーの能力を結集し、「憧れと誇りのまちまつやま
の創造」に向けた２０２０年ビジョンを策定・発信い
たします。 

ご参加頂いている有識者の皆様 

愛媛大学リーダーズスクール（ＥＬＳ）の皆様 

政策提言発信会議   副議長　高橋　誠二 
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創立５８周年記念式典・記念パーティー開催報告 

創立５８周年記念式典・記念パーティー開催報告 
日本ＪＣ関係委員会   委員長　丸山　武 

先日第２回臨時総会にて２０１１年度社団法人松山青年会議所理事長に選出された大野です。 
総会の挨拶でも触れましたが、今この不況の世の中は本当にそうなのでしょうか？ 
確かに状況は厳しいとは思いますが心まで不況になっていないでしょうか？ 
そんな状況の中で果たして市民のためになることを出来ますか？ 
せめて若い私たちだけでも明るく元気に前向きに行こうじゃないですか！！！ 
厳しい状況に加えて今年度・次年度と皆さんには無理をいう時期に入りま
したが、今だからこそ気持ちだけはカラ元気でもいい。 
あきらめからは何も始まりません。 
前に踏み出してこそ、何かが始まるのです。 
そんなことを思いながら何をすべきかを考えています。 
そんな私ですが１年間私なりに明るく元気にやっていきますのでよろしくお
願いします。 

　去る８月１日（日）松山全日空ホテルダイヤモンドボー
ルルームにて、第５８回創立記念式典及び創立記念
パーティーを開催いたしました。ご多用中にも関わらず
大勢の皆様にお越しいただきましたこと、まずもってお
礼申し上げます。 
　式典冒頭の井川直樹理事長の挨拶では、先日行
われた全国大会招致現地調査の報告、また公益社
団法人日本青年会議所第７回理事会において全国
大会招致ＰＲを行った事など近況報告をシニアメンバ
ーの皆様へさせていただいたほか、次年度理事長予
定者に大野剛嗣君が内定した旨も報告させていただ
きました。大野次年度理事長予定者から、理事長内
定を受けてのご挨拶をさせていただきました。 
　今年度も御出席いただいたシニアクラブ先輩方を
卒業年度ごとに御紹介させていただいた後、シニアの
諸先輩方を代表しまして、池田啓吾会長よりご挨拶を
いただきました。池田会長からは、シニアクラブは現役
メンバーに対して応援することをお約束いただき、非
常に心強く感じております。そして、監事河野行信君
より、ピンスポットを浴びながら「松山青年会議所設立
趣意書」が暗記朗読されました。
毎年松山青年会議所の原点とも
言えるこの設立趣意書をシニア・
現役それぞれがどんな思いで聞
かれたことでしょう。 
　懇親会に移り、シニアクラブ伊
藤貴志男副会長の乾杯により、
創立記念パーティーが華やかに
幕を開けました。今回の懇親会では歓談の時間を例
年より多くとり、例年以上にシニアクラブ先輩方と現役
メンバーが和気藹 と々した雰囲気で歓談を交わしあえ
とても有意義な時間を過す事が出来たのではないで
しょうか。途中、サマコンでの、２０１３年度第６２回全国
会員大会主幹立候補ＬＯＭ招致ＰＲ演説の模様をス

クリーンで、皆様に見ていただきました。シニアの方々
には、全国大会招致への現役メンバーの熱い思いが
伝わったのではないでしょうか。会の締め括りは、恒例
の「若い我等」の斉唱です。シニアクラブ先輩方と現
役メンバーがお互い肩を組み合い、声を一つに大合
唱をする姿からは、なにか揺ぎ無い結束力・団結力を
感じながら、まるで、全国会員大会が決まったかのよう
な盛り上がりでした。 

　最後に、直前理事長小泉啓典君による中締めにて、
社団法人松山青年会議所第５８周年創立記式典及
び創立記念パーティーの閉会となりました。今回の創
立記念式典には多くのシニアメンバーに御出席をして
頂き創立記念を先輩方と祝うという意味では非常に
有意義な一日であったと感じております。 

次年度理事長挨拶 次年度理事長挨拶 次年度理事長挨拶 次年度理事長予定者　大野　剛嗣 君 
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7月例会報告「家族例会」 
日本ＪＣ関係委員会   委員長　丸山　武 

　２０１０年度の７月例会は
５年ぶりとなる家族例会と
して７月１９日月曜日（海の
日）に興居島にて行われま
した。当日は天候にも非常

に恵まれ、爽やかな日差しの下7月例会を開
会することができました。 
　家族例会にはメンバー約７０名とそれぞれのご家
族約６０名という多くの皆様にご参加頂くことができ
ました。そして、青年会議所メンバーのご家族の皆
様は、普段我々がどの様な仲間と、どの様な活動を
行っているか知らないことが多くあります。また、ＪＣ
活動の各事業に於いて、家族の時間（一家団らん）
を割いてまで遂行しなければならない時も多くありま
す。私たちの運動は、家族の皆様の理解と協力が
無ければ成し得ることはできません。つまり、ご家族
の皆様も青年会議所メンバー同様に様々な事業に
対して、しっかりと参画していただいているのです。「家
族」という協力者に、感謝と労いの気持ちを表し、
多くのコミュニケーションを図ることにより、今後の青
年会議所活動をより豊かにしていこうという考えの下、
本日の『家族例会』が執り行われました。 

　レクリエーションとしては子供たちが中心となって
地引網が行われました。実際に子供たちが協力し
合って網を引き、生きたお魚を掴んで捕ることにより、
自然の原理や、自然からの恵みを体感していただく
ことができたのではないでしょうか。また家族全員で
のバーベキューでは普段家庭ではなかなか力を発
揮出来ないお父さんも、子供たちへお肉を焼いてあ
げたり、ジュースを配ってあげたりと、とても充実した
家族サービスが出来たのではないでしょうか。そし
てバナナボートやジェットバイクといった、
マリンスポーツでも子供た
ちにしっかり楽しんでもらう
ことができました。 
　未来を担う子供たちと普
段よりＪＣ活動を陰で支えて
くれるご家族が今日の家族
例会を機会に我々の活動によりご理解を頂けること
となれば幸いです。 
　最後に誰一人怪我人が出る事もなく、無事家族
例会を終えれたのは、参加頂いたメンバーの多大
なるご協力の賜物です。本当にありがとうございま
した。 

次年度理事長挨拶 次年度理事長挨拶 



野中　信辰  君 

野中　信辰 
（のなか  のぶたつ） 
2001年入会 

久万カントリークラブ 

優 勝 

趣味の会報告 

じゃがいもクラブ7月例会 

　久しぶりに優勝することが出来ました！自己最高のハーフスコア３３も
出ました。久万の涼しい環境で最高のゴルフ日和だったと思います。
同伴競技者の松浦先輩、矢野先輩、宮内君の「うぉ～！うぁ～！！！」とい
う効果音（？）もあり、気持ちよく楽しいゴルフが出来ました。やっぱり「イ
チバン！」というのは気分が良いものですね！ 
　これからもじゃがいもクラブを皆さんで盛り上げていただき、ご愛顧の
程宜しくお願いいたします。 
　以上、いも長・野中の自筆優勝コメントでした！ 

 

９月２３日（木）　愛媛ブロック秋季大会　今治カントリー倶楽部 次回予定 

順位 氏　名 OUT IN Gross ＨＤＣＰ NET

優 勝 

準優勝 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20

野 中 　 信 辰  

武 智 　 光 成  

田 中 　 義 晃  

江 　 　 英 夫  

松 田 　 寛 志  

中 村 　 憲 一  

高 須 賀 幹 由  

宮 内 　 謙 彰  

丸 山 　 　 武  

上岡　喜美夫 

石 丸 　 寿 夫  

小 糸 三 千 男  

藤 堂 　 幸 司  

菅 野 　 　 崇  

松 浦 　 吉 隆  

平 岡 昌 次 郎  

矢 野 　 大 洋  

門 屋 　 光 彦  

河 野 　 行 信  

井 川 　 直 樹  

42 

46 

42 

39 

45 

42 

42 

45 

46 

39 

45 

46 

46 

45 

49 

47 

51 

55 

65 

66

33 

38 

47 

42 

44 

38 

37 

47 

43 

41 

44 

41 

44 

45 

45 

52 

46 

57 

59 

61

75 

84 

89 

81 

89 

80 

79 

92 

89 

80 

89 

87 

90 

90 

94 

99 

97 

112 

124 

127

6 

14 

18 

10 

18 

8 

5 

18 

14 

4 

13 

9 

12 

12 

15 

13 

9 

20 

30 

30

69 

70 

71 

71 

71 

72 

74 

74 

75 

76 

76 

78 

78 

78 

79 

86 

88 

92 

94 

97

ド ラ コ ン  
ニ ア ピ ン  
ベ ス グ ロ  
次 回 Ｈ Ｄ  

宮内　矢野 
田中　小糸　江　　野中 
野中　 
野中（６⇒４）　 武智（１４⇒１３） 

（いも長） 

「おせったいの心　四国遍路の歴史」 
　四国はもてなしの心、「おせったい」が現代でも息づく素晴らしい

国です。おせったいとは人をもてなすことで、鎌倉時代に旅人にお

茶を出してもてなしたのが始まりです。おせったいをする動機として

は、お大師信仰によるものと、ボランティア精神・奉仕の心によるもの

があります。青年会議所活動は人のため、まちのためという人間の

善意に基づくものであり、その原点はおせったいにつながるもので

あります。 

　（社）松山青年会議所は「２０１３年度　公益社団法人日本青

年会議所　第６２回全国会員大会」の主管に立候補しました。全

国大会誘致の基本理念には、愛媛・まつやまに訪れるものに、ゆとり

と安らぎを、と掲げられています。故郷の魅力を改めて学び、遍路

文化によって培われた「おせったい」の心を受け継いでいただける

よう、９月例会行事「おせったいの心　四国遍路の歴史」を開催さ

せていただきます。 

９月例会PR 
参 加 募 集 

●　講　師　紹　介　● 

今治明徳短期大学 
客員教授 
滝口　伸一氏 
（たきぐち しんいち） 

　滝口伸一氏は、

１９９６年より３年間、

愛媛新聞今治支

社長として今治Ｒ

Ｃに所属されていました。現在は、伊予鉄

不動産㈱にお勤めで、四国八十八箇所

情報紙ネットワークを作成され、今治明徳

短期大学では客員教授をされています。 

9月例会PR・趣味の会 

9

アクティブシチズン室   室長　天野　眞作 





ハイブリッドフォークリフト 

「GENEO HYBRID」誕生 

本社 〒791-8057　松山市大可賀3丁目150-20 
TEL：089-967-6555  FAX：089-967-6444

松山本社　松山市問屋町3番6号　TEL 089-922-2121（代表） 
今治本社 宇和島・大洲・西条・四国中央・多度津／営業所 http://www.marumasstrig.co.jp/

リフォーム＆太陽光発電 クネット（手すり） 

Mail：build＠i-gp.co.jp　　　　営業所　広島・高松 

驚異のセラミック技術で光と熱をシャットアウト！ 
ハイテク素材の反射・断熱コーティング剤 

当社屋上施工結果　表面温度62.6℃が38.2℃へ　温度差24.4℃ 

【SUPER THERM　スーパーサーム】 

本社  松山市久万ノ台189－1 　（089）923－2001
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